
国史跡下布田遺跡整備事業の概要

◆下布田遺跡は，南関東では数少ない縄文時代晩期の重要な遺跡として評価
され，1987（昭和62）年5月12日に国史跡に指定された。
◆調布市教育委員会では，2019（平成31）年3月に「史跡下布田遺跡保存活用
計画」を，2021（令和3）年3月に「史跡下布田遺跡整備基本計画」を策定し，
国庫補助事業として史跡整備事業を推進している。令和９年度中の開園を目
指している（＊１）。

１ 取組の経過

短期整備（公有化完了前）

中期整備（公有化完了後）では，ハケ上部分の全面を
遺跡体験ゾーンとして整備する。

◆整備テーマ「みんなで育む・感じる・発見する縄文のふるさと」
①史跡の確実な保存，②縄文時代の生活技術と精神世界を表現する③自然環境を活かした憩いの空間，④来園者の利便性向上と体験型活動の充実，
⑤市民参加による管理体制づくりを基本方針に整備事業を推進する。
◆整備の対象範囲（短期整備）
❶ガイダンスゾーン，➋遺跡体験ゾーン，➌交流ひろばゾーン，❹自然ふれあいゾーン

◆令和４年度は，これまでに策定した２つの計画の趣旨を踏まえ
つつ，①下布田遺跡市民ワークショップにおける市民意見（裏面
参照）を整理し，「下布田遺跡保存活用整備検討委員会（＊
２）」での検討に活用する。②国史跡下布田遺跡保存活用整備検
討委員会における検討結果及び庁内関係部署との調整内容を「基
本設計」に反映する。

２ 令和４年度の取組 ～基本設計の策定～

（＊１）整備スケジュール概要
・令和４年度「基本設計策定」⇒令和５年度「実施設計策定」⇒令和６年度～令和８年度「工事」⇒９年度「開園」

（＊２）下布田遺跡保存活用整備検討委員会の概要
・委員構成：学識経験者（考古３，都市計画１，都市計画・環境学１，造園学１）６人，文化財保護審議会（植物）１人
地域住民（地元地区協議会，自治会）２人，学校長（布田小学校）１人，市職員（緑と公園課，都市計画課，営繕課）３人，計１３人

・実施日程（予定）：第１回検討委員会（設計条件，設計方針等の検討） 令和４年８月２５日（木）
第２回検討委員会（設計素案の検討） 令和４年１１月（予定） 第３回検討委員会（基本設計案の合意形成） 令和５年２月（予定）

３ 整備テーマ及び対象範囲 ～整備基本計画～
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